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クランクシャフトの研削工程において、研削砥石の目づまりなどにより研削焼けが発

生する。研削焼けの検査としては、ＰＴ法などが行われているが、検査工程が別工程と

なる為に、一度研削焼けが発生すると大量の不良が発生する。下図に、研削時に発生し

たＡＥの包絡線検波波形を示すが、研削焼け発生時には大振幅のＡＥの発生が認められる。

これは、砥石の目づまりによって砥石と製品間の摩擦が増大し、AE が発生したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

a) 正常研削時のＡＥ信号 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ）研削焼け発生時のＡＥ信号 
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